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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
新
た
な
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
推
進
及
び
総
合
的
点
検
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
「
国
際
会
議
等
の
北
海
道
開
催
の
推
進
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
年
七
月
四
日
閣
議
了
解
）
に
基
づ

き
、
国
際
会
議
等
の
北
海
道
開
催
の
推
進
に
係
る
各
省
庁
連
絡
会
議
を
設
け
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
の
円
滑
化
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
主
な
国
際
会
議
の
事
例
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日
及
び
二
十
三
日
に
苫

小
牧
市
及
び
千
歳
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
日
中
韓
三
か
国
環
境
大
臣
会
合
、
同
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
六
日
に
か
け
て

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
第
二
回
高
級
実
務
者
会
合
及
び
関
連
会
合
並
び
に
貿
易
担
当
大
臣
会
合
、
平
成
二
十

三
年
九
月
六
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
同
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
微
生
物
学
連
合
二
〇
一
一
会
議
等
が
あ
る
。

二
に
つ
い
て

北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
の
研
修
員
受
入
事
業
の
研
修
実
施
機
関
と
し
て
、
地
域
開

発
に
携
わ
る
開
発
途
上
国
の
行
政
官
を
対
象
と
し
た
研
修
員
の
受
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
受
入
れ
を
開
始
し
た
平
成
四
年
十

一



月
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
月
末
ま
で
に
、
六
十
六
か
国
か
ら
延
べ
七
百
七
十
八
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

観
光
関
係
団
体
や
行
政
機
関
等
か
ら
な
る
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
現
在
、
十
一
の
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
ル
ー
ト
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
関
係
す
る
七
十
七
市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
の
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業

等
の
主
体
が
行
政
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
及
び
魅
力
あ
る
観
光

空
間
づ
く
り
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
及
び
そ
の
貯
留
の
大
規
模
実
証
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
の
早
期
開
始

を
目
指
し
、
候
補
と
な
る
三
地
点
に
お
い
て
、
地
質
調
査
や
附
帯
設
備
の
検
討
等
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
苫
小
牧
沖
は
有
望
な
候
補
地
で
あ
り
、
試
験
の
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
に
苫
小
牧
沖
で
実
施

し
た
地
質
調
査
等
の
結
果
を
技
術
的
観
点
か
ら
評
価
す
る
た
め
、
現
在
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
同
検
討
会
に
よ
る
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
苫
小
牧
沖
に
お
け
る
試
験
の
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
決
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

二



苫
小
牧
沖
に
お
い
て
試
験
の
実
施
が
決
定
し
た
と
き
は
、
試
験
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
地
元
の
住
民
、
企
業
、
地

方
公
共
団
体
等
の
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

「
地
球
環
境
時
代
を
先
導
す
る
新
た
な
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
（
平
成
二
十
年
七
月
四
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
開
発
計

画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
「
計
画
策
定
か
ら
お
お
む
ね
五
年
後
に
計
画
の
総
合
的
な
点
検
を
行
う
。
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四
年
度
中
に
点
検
結
果
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
点
検
に
当
た
っ
て
は
、

国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会
に
お
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
資
源
・
特
性
を
い
か
し
て
我
が
国
の
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、
北
海
道
開
発
を
推

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
開
発
計
画
の
総
合
的
な
点
検
に
お
い
て
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
豊
富
に

存
在
す
る
こ
と
や
我
が
国
に
お
け
る
食
料
供
給
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
北
海
道
の
資
源
・
特
性
を
い
か
し
て
、
災
害
に

強
い
持
続
可
能
な
国
土
づ
く
り
等
の
現
在
、
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

三


